
図 1 PHITS で計算した金の波高スペク

トル（赤線）及び統計誤差（橙色）と

PHITS で導出した応答関数から計算し

た結果（青線）の比較 
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長寿命 MA 核種の高速中性子エネルギー領域における捕獲断面積の精度向上を目的として、統計モデルに

よる捕獲断面積計算で重要なガンマ線強度関数を、モデル計算及び測定で得られた波高スペクトルの比較

から評価した。得られたガンマ線強度関数を使って計算した捕獲断面積などの結果を報告する。 
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1. 緒言 

高速中性子エネルギー領域における中性子捕獲断面積に対して、統計モデルによる計算精度を高めるに

は、ガンマ線強度関数の情報が重要である。これは、ガンマ線強度関数が励起状態間のガンマ線による遷

移強度を与えるためであり、放出ガンマ線のスペクトルに直接関係するからである。ガンマ線強度関数に

関する情報はいくつかの実験手法で得られているが、J-PARC・物質生命科学実験施設の中性子核反応測定

装置（ANNRI）に設置されたガンマ線検出器で得られる波高スペクトル情報もガンマ線強度関数を評価す

るのに有効である。 

2. 評価手法 

 放射線輸送コード PHITS を使って、ANNRI の NaI(Tl)検

出器に対するガンマ線応答関数を導出し、これを核反応計

算コード CCONE でガンマ線強度関数から計算した捕獲ガ

ンマ線スペクトルにフォールディングすることで波高スペ

クトルを求めた（図 1 青線）。得られた波高スペクトルと

NaI(Tl)検出器で測定された結果を比較することで、ガンマ

線強度関数を評価した。なお、ガンマ線強度関数の評価に

は、上記手法を用いたが、手法の検証として、直接 PHITS

へ捕獲ガンマ線スペクトルを入力して得られた波高スペクト

ルと比較した結果を図 1（赤線）に示す。発表では、このガン

マ線強度関数を基に計算したガンマ線スペクトルや中性子捕

獲断面積などの結果を報告する。 
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